
各　　　位 山口県ソフトテニス連盟
　会長代行　　宮﨑　武久
下関市ソフトテニス連盟
　　会長　西本　健治郎

　標記選考会を下記の要領で開催いたしますので、多数ご参加下さいますようご案内申し上げます。

記

１　主　催 山口県教育委員会、山口県ソフトテニス連盟

２　主　管　 下関市ソフトテニス連盟

３　日　時 一次 令和元年６月１日（土）９時開会　【雨天の場合６月２日（日）】
二次 令和元年６月２日（日）９時開会　【雨天の場合６月23日（日）】

４　会　場 下関庭球場 下関市向洋町

５　種　別 ○成年男子 ○成年女子

６　出場資格 ①会員登録した者
②居住地を示す現住所（住民登録、住居とも）が山口県内である者とする。
③「ふるさと選手制度」を用いることとする。「ふるさと選手制度」を用いる場合は、所定の様
　  式（ふるさと登録届）を県連盟へ選考会申込締切日までに届出を行い、県連盟確認後、
　　県体協への届出が必要である。「ふるさと登録」の届出がない場合は、選考会出場を認
　　めない。
④前年度、他の都道府県から国体に出場した者（予選会を含む）は今回参加できない。
　　但し、今春大学を卒業した者、および結婚により所属を変更した者はこの限りでない。
⑤審判員の有資格者で、かつ技術等級３級以上でなければならない。

７　選考方法 ソフトテニスハンドブックによる
○ 成年男子の部

①　一次予選
ア　県連盟の推薦する春季総合選手権大会のベスト４（ベスト４が欠けた場合は順次繰上
　　げ）及び中国地区選手権大会で３位以内のペアを除くペアでトーナメント戦を行い、
　　原則として合計８ペアとなるようペアを選抜する。
イ　推薦のペアと予選トーナメント戦により選抜したペアの合計８ペアを２つのブロックに分
　　けてリーグ戦を行う。
ウ　各ブロックの上位２ペアで上位リーグ戦、その他のペアで下位リーグ戦を行って順位を
　　決め、６位まで決定する。
エ　実施にあたって問題がある場合には、県連盟（国体選手強化委員会）でその取り扱い
　　を決める。
②　二次予選
ア　６ペアの総当りリーグ戦を再度行う。
イ　選手が欠けた場合、原則として追加しない。
ウ　一次予選、二次予選とも、順位により次の得点を与える。
　　　１位　・・・　１０点　　　２位　・・・　９点　　　３位　・・・　８点
　　　４位　・・・　　７点　　　５位　・・・　６点　　　６位　・・・　５点
エ　順位の決定方法は、競技規則の定めるところによる。
オ　一次予選、二次予選の合計得点により最終順位を決定する。
カ　最終順位が同点の場合は、二次予選順位得点を優先として順位を確定する。
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キ　最終順位の結果により、上位１ペアを山口県代表選手として決定する。更に８名程度
　　を国体選手強化委員会で推薦する。上記の代表選手及び推薦選手１０名程度で強化
　　練習を行い、国体選手強化委員会で総合的に判断して、残り３人を決定し山口県代表
　　選手を決定する。
ク　選手決定後に辞退が出た場合は、県連盟（国体選手強化委員会）で決定するが、原則
　　として申込み前の場合はペアを含めて検討するが、申込み後の場合は、総合的に判断
　　する。

○ 成年女子の部
①　一次予選
ア　県連盟の推薦する春季総合選手権大会の１位（1位が欠けた場合は順次繰上げ）及び
　　中国選手権大会で３位以内のペアを除くペアで予選トーナメント戦（参加ペア数によって
　　はリーグ戦）を行い、原則として合計６ペアを選抜する。
イ　推薦のペアと予選トーナメント戦（参加ペア数によってはリーグ戦）により選抜したペアの
　　合計原則６ペアで総当たりリーグ戦を行う。
ウ　実施にあたって問題がある場合には、県連盟（国体選手強化委員会）でその取り扱いを
　　決める。
②　二次予選
ア　６ペアの総当たりリーグ戦を再度行う。
イ　選手が欠けた場合は、原則として追加しない。
ウ　代表選手の決定は、成年男子の要領に準じて順位を決める。
エ　最終順位の結果により上位１位ペアを山口県代表選手として決定する。更に８名程度を
　　国体選手強化委員会で推薦する。上記の代表選手及び推薦選手１０名程度で強化練習
　　を行い、国体選手強化委員会で総合的に判断して、残り３名を決定し山口県代表選手を
　　決定する。
オ　選手決定後に辞退が出た場合については、成年男子に準じる。

※ 中国地区選手権大会で３位以内に入賞したペアを二次予選に追加する。その場合一次　
予選の得点に相当する得点は　１位　・・・　１０点　　２位　・・・９点　　３位　・・・８点とする。
（その該当するペアが一次予選に出場している場合は、優位な得点を与える。）

※ 成年男女の部については、ふるさと登録選手等で、学連の大会や全日本大会等で顕著な
成績を上げた者は、候補選手として国体選手強化委員会が推薦することがある。

※ 実施にあたって、問題が生じたり、細部についての決定は、県連盟（国体選手強化委員会）
でその取り扱いを決定する。

８　参加料 １ペア　３，０００円 （必ず申し込みと同時に現金書留で納入し、いかなる場合も返金しない）

９　申し込み ５月22日（水）までに必着のこと。　　厳守
申し込み先 〒751-0822　下関市宝町7-27

正村　真弓　　宛　　ＴＥＬ　083-254-2888
所定の申し込み用紙によること（所定の申し込み用紙以外は受け付けない）

10　その他 ①背中に所定（日本連盟提示の様式）のゼッケンを着用すること。
②オーバーウェア及び長袖スポーツシャツ、セーター等の着用については着用可能とする
　が、ゼッケンは最上衣服に貼付すること。なお、アンダーウェア（長袖を含む）及びスパッツ
　の着用については、単色の製品を原則とする。
③会員登録証及び審判員徽章（ワッペン）を携行し、審判にあたってはワッペンを着用する
　 こと。
④悪天候の場合の問い合わせ 　　正村　真弓　　　　　携帯　　　090-6838-5919

※ 参加申し込み書に記載された個人情報に関して以下のとおり取り扱いますので承諾の上
申し込み下さい。
（１）　大会の組合わせ用紙にペア名・所属を掲載します。
（２）　コート内の掲示板等に（１）の組合せを掲載します。
（３）　ペア名・所属の記載がある大会結果が県連盟のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに公開されます。
（４）　入賞者の氏名・所属が新聞に公開されます。


